
令和６年度予算のポイント



予算編成方針

予算編成における３つの基本方針

１ 将来を見据えた持続可能な
施設の検討

「限られた財源の効率的、効果的な

活用」や「脱炭素化」などの社会情勢に
対応するため、先進自治体から最新情報を
収集するとともに、環境負荷の軽減や周辺
環境への配慮を行うことが必要

⇒・先進自治体の視察 1,365千円
近年建設された施設の視察を実施

・施設整備基本計画案の検討

11,162千円
検討委員会において計画案の概要を検討

・環境影響評価の実施 40,073千円
周辺環境への負荷を調査し、対策を検討

ほか

２ 新施設の建設計画のマネジ
メント

遅滞なく事業を進捗するため、新施設の
建設や用地取得に必要となる調査等を適切
な時期に実施するとともに、積極的な情報
提供や施設見学などを通じて新施設に係る
周辺住民の理解を深めることが必要

⇒・予定地周辺住民による施設見学
633千円

近年建設された施設の視察を実施

・予定地周辺住民への情報発信
167千円

事業の進捗状況等に係るチラシを配布

ほか

３ ＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）の推進

限られた職員により、専門性が高い業務
を行うため、行政事務の効率化やコスト
削減の効果、国や構成市町の方針との整合
性等を明示して、デジタル技術の導入を
推進することが必要

⇒・建設図面プログラムの導入
108千円

コンピュータ用の設計ツールを導入

・クラウドサーバ、CMS、
財務会計システム、EBの活用

4,714千円
R５に整備した各種システムを継続利用

ほか
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歳入・歳出の構成

分担金及び負担金

127,122 （88％）

国庫支出金

9,106 （6%）

繰越金

7,835 （6%）

諸収入

2 （0%）

議会費

2,488 （2%）

総務費

88,554 （61%）

衛生費

52,023 （36%）

予備費

1,000 （1%）

歳
出

歳
入

（単位：千円）

予算規模 １４４，０６５千円（前年度比＋６７，８９７千円［＋８９．１％］）
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１ 将来を見据えた持続可能な施設の検討

〇先進自治体の視察 1,365千円

先進自治体の施設の特徴や建設後の施設運営
における問題点などを踏まえ、ごみ広域処理
施設の処理方式や設備などを決定するため、
先進自治体の視察を実施

〇施設整備基本計画案の検討 11,162千円

有識者や構成市町の住民及び行政職員により
構成されたごみ広域処理施設建設検討委員会
において、既存の計画や施設整備基本構想等
を踏まえ、ごみ広域処理施設の設備や、敷地
の利用方法などについて検討

検討委員会における検討結果を踏まえ、令和
７年度末までに施設整備基本計画を策定予定

※ごみ広域処理施設建設検討委員会
・委員の人数は12人以内
・委員の任期は施設整備基本計画の策定まで
・会議は5回開催予定（Ｒ６）

〇環境影響評価の実施 40,073千円（R6）

ごみ広域処理施設の予定地周辺の環境の現状
の調査及び施設建設により周辺環境に生じる
負荷の予測を行うとともに、予測した負荷の
解消のために必要な対策の検討を行うため、
環境影響評価を実施（～令和８年度）

３



２ 新施設の建設計画のマネジメント

〇予定地周辺住民による施設見学 633千円

ごみ広域処理施設の建設・運営による影響が
特に大きいと考えられる予定地周辺の住民に
対して、近年に建設された施設の現状などを
体験し、理解してもらうため、先進自治体の
施設の見学会を実施

〇予定地周辺住民への情報発信 167千円

ごみ広域処理施設の設備などの検討状況や、
予定地における測量・調査業務の予定や結果
報告などごみ広域処理施設の建設に係る事業
の進捗状況等について、予定地周辺の住民に
対し、チラシの全戸配布や住民説明会の開催
などにより、積極的に情報を発信

３ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

〇建設図面プログラムの導入 108千円

設計業務の効率化を図るため、コンピュータを
用いて設計することができるツールを導入

〇クラウドサーバ、CMS、財務会計システム、
EBの活用 4,714千円

令和５年度中に整備した各種システムについ
て、令和６年度以降も継続的に活用

４
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